
神秘の世界小又峡へ神秘の世界小又峡へ神秘の世界小又峡へ神秘の世界小又峡へ

～太平湖・小又峡湖水開き～～太平湖・小又峡湖水開き～
遊覧船が運航開始遊覧船が運航開始遊覧船が運航開始遊覧船が運航開始

　６月１日、新緑に囲まれた太平湖では、湖水開き
が行われ、遊覧船の運航が開始されました。この船
は湖を30分ほど遊覧し、神秘の世界「小又峡」の入口
となる小又峡桟橋に到着します。小又峡は遊歩道が
整備され、個性ある数多くの滝を観ることができま
す。運航は紅葉が終わる10月30日まで行われます。
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平
成
24
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
19
日
に
開
会
、
６
月
28
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、

ま
た
21
日
、
22
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
28
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（１）

■
総
務
課

　
3
月
31
日
か
ら
4
月
1
日
に
か
け
て
、

融
雪
に
よ
り
小
阿
仁
川
の
水
位
が
上
昇
し

ま
し
た
。
住
家
へ
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
31
日
午
前
10

時
45
分
、
鎌
沢
、
三
木
田
、
摩
当
の
3
地

区
1
7
6
世
帯
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
、

自
治
会
長
へ
の
電
話
連
絡
、
広
報
無
線
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
同
日
午
後
9
時
30
分
、
避
難
勧
告
を

解
除
し
ま
し
た
が
、
農
地
冠
水
61
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
揚
水
機
４
箇
所
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
3
日
か
ら
4
日
に
か
け
て
発
生
し

た
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
・
大
雨
被
害
は
、

暴
風
で
の
転
倒
に
よ
る
重
傷
者
1
人
、
住

家
一
部
損
傷
18
棟
、
非
住
家
被
害
7
棟
、

農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
1
1
4
棟
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
倒
木
な

ど
に
よ
り
国
道
２
箇
所
が
通
行
止
め
に

な
っ
た
ほ
か
、
綴
子
地
区
な
ど
9
2
4
世

帯
が
一
時
停
電
し
ま
し
た
が
、
4
日
午
後

11
時
52
分
ま
で
に
全
世
帯
復
旧
し
ま
し
た
。

　
4
月
17
日
、
富
山
県
小
矢
部
市
と
「
北

秋
田
市
・
小
矢
部
市
災
害
時
相
互
援
助
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
山
田
町
へ
、
人
的
支
援
と
し
て
職
員
の

長
期
派
遣
を
行
い
ま
す
。
期
間
は
平
成
24

年
6
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
11
月
30
日
ま

で
の
６
カ
月
間
で
固
定
資
産
税
業
務
を
担

当
し
ま
す
が
、
３
ヶ
月
毎
に
職
員
を
１
人

派
遣
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
の

「
特
設
人
権
相
談
所
の
設
置
」
や
６
月
３
日

の
餅
っ
こ
ま
つ
り
会
場
で
の
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
に
入
り
、
市
内
11
校
の
小

中
学
校
で
は
「
人
権
の
花
運
動
」
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に

よ
っ
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
市
の
意
見
交
換

会
を
５
月
28
日
に
開
催
し
、
観
光
振
興
や

農
業
振
興
、
道
路
整
備
な
ど
、
行
政
課
題

の
解
決
に
向
け
た
意
見
の
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
６
月
７
日
に
平
成
24
年
度
秋
田
内
陸
地

域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
が
阿
仁
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
内
陸
線
の
利

活
用
の
促
進
や
利
便
性
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
《
走
れ
内
陸
線
、
い
つ
ま
で
も
！
み

ん
な
で
目
指
せ
プ
ラ
ス
６
万
人
》
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
24
年
度

の
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
駅
前
の
活
性
化
を
図
り
、
内
陸
線
の
利

活
用
促
進
に
つ
な
げ
る
目
的
の
「
の
り
も

の
ま
つ
り
」
が
５
月
19
日
・
20
日
の
２
日

間
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
内
陸
線

や
阿
仁
合
駅
広
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
合
川
駅
前
地
域
活
性
化
協
議
会
主
催
の

「
合
川
駅
春
ま
つ
り
」
が
６
月
２
日
に
開

催
さ
れ
、
駅
前
周
辺
活
性
化
事
業
の
一
環

と
し
て
北
秋
田
市
も
共
催
し
、
大
勢
の
参

加
者
や
買
い
物
客
な
ど
で
盛
況
に
終
了
し

ま
し
た
。

■
財
政
課

　
平
成
24
年
２
月
11
日
か
ら
５
月
29
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
56
件
、
契
約
額
は
８
億
６
４
７
３

万
６
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
24
年
度
の
当
初
課
税
状
況
は
、
軽

自
動
車
税
は
課
税
台
数
１
万
6
0
8
2
台
、

課
税
額
が
７
３
８
５
万
１
千
円
で
す
。
ま

た
、
固
定
資
産
税
は
納
税
義
務
者
数
が
１

万
６
７
２
２
人
、
課
税
額
は
15
億
３
２
２

９
万
６
千
円
で
す
。

■
生
活
課

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、
４
月
15
日

早
朝
、
市
内
全
域
（
阿
仁
地
区
は
４
月
29

日
）
で
実
施
し
、
約
６
７
０
０
人
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃

棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
は
、
４
月
26

日
、
県
内
で
最
初
に
受
け
入
れ
を
開
始
し

た
大
仙
美
郷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
焼
却
施
設
や
最
終
処
分
場
の
状
況
の
ほ

か
、
被
災
地
の
視
察
や
住
民
説
明
、
放
射

線
測
定
結
果
の
公
表
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
廃
棄
物
不
法
投

棄
監
視
委
員
会
を
５
月
11
日
に
開
催
し
、

監
視
員
24
人
に
委
嘱
状
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
は
、
５
月
31
日
か
ら
６
月

28
日
ま
で
市
内
１
９
０
箇
所
を
巡
回
し
、

予
防
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

平
成
23
年
度
ご
み
搬
入
量
は
、
１
万

2
1
8
2
ｔ
で
、
前
年
度
比
21
ｔ
の
減
少

で
す
。

  

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
課

題
を
解
決
し
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
市
民
団
体
の
自
発
的
な
活
動
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

■
市
民
課

　
平
成
24
年
４
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、
３
万
６
１
９
２
人
で
、
内
訳
は
男

１
万
６
９
６
０
人
、
女
１
万
９
２
３
２
人
、

世
帯
数
は
１
万
４
４
３
９
世
帯
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
3
月
下
旬

か
ら
4
月
上
旬
に
か
け
て
市
民
課
窓
口
を

土
日
6
日
間
開
設
し
ま
し
た
。
利
用
状
況

は
、
住
民
票
関
係
21
件
、
戸
籍
関
係
13
件
、

印
鑑
証
明
関
係
16
件
、
届
出
関
係
24
件
、

市
税
関
係
４
件
、
そ
の
他
15
件
の
計
93
件

で
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
の
加
入
世
帯
数
は
５
９
９
４
世
帯

で
す
。
被
保
険
者
数
は
、
9
6
2
5
人
で
、

そ
の
内
、前
期
高
齢
者
は
４
０
８
７
人
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成
24
年
４

月
１
日
現
在
の
被
保
険
者
数
は
、

7
8
4
5
人
で
、
そ
の
内
、
若
年
障
害
者

認
定
数
は
２
３
０
人
で
す
。

■
福
祉
課 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
の
利
用
者
は
、
４
月
１
日
現
在
で
介

護
給
付
が
３
２
６
人
、
訓
練
等
給
付
が
１

１
２
人
で
す
。

　
自
立
支
援
医
療
の
更
生
医
療
が
57
人
、

育
成
医
療
が
７
人
、
精
神
通
院
医
療
が
５

３
５
人
で
す
。
相
談
支
援
事
業
は
、
平
成

23
年
度
の
年
間
延
べ
利
用
者
数
が
４
２
７

５
人
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
人
工
透
析

通
院
費
助
成
事
業
は
、
33
人
が
申
請
し
て

い
ま
す
。

　
４
月
に
入
園
し
た
公
立
７
保
育
園
と
私

立
４
保
育
園
の
園
児
は
８
５
９
人
で
す
。

　
市
の
単
独
事
業
「
ひ
と
り
親
家
庭
就
学

祝
金
」
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
へ
の
入

学
時
の
経
済
支
援
と
し
て
、
本
年
度
は
65

人
へ
交
付
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
平
成
23

年
度
の
主
な
実
績
に
つ
い
て
、
高
齢
者
障

害
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
登

録
者
数
が
４
７
２
人
で
、
延
べ
利
用
回
数

は
４
６
０
５
回
で
す
。
食
の
自
立
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
登
録
者
数
が
２
３
８

人
で
、
延
べ
利
用
食
数
は
３
万
２
０
２
１

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
介

護
慰
労
金
の
支
給
は
、
登
録
人
員
が
３
１

０
人
で
、
在
宅
で
の
介
護
者
に
１
９
２
６

万
円
の
慰
労
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
福

祉
の
雪
事
業
は
、
利
用
登
録
1
3
６
３
世

帯
、
延
べ
利
用
回
数
１
万
１
３
５
５
回
、

扶
助
費
は
2
8
7
6
万
８
千
円
と
過
去
最

高
の
支
払
い
額
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
は

延
べ
２
５
８
６
件
で
、
内
包
括
的
支
援
事

業
と
し
て
受
け
付
け
た
総
合
相
談
は
５
４

６
件
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
成
人
検
診
事
業
は
、
集
団
検
診
方
式
・

個
別
医
療
機
関
方
式
・
ド
ッ
ク
方
式
の
３

方
式
で
実
施
し
、
並
行
し
て
各
種
が
ん
検

診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業
は
、
栄
養
教
室
、
口
腔

機
能
向
上
教
室
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、

運
動
教
室
の
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
は
、
4
地
区
で
開
催
す
る
予
定
で
、

第
１
回
目
の
「
く
ま
げ
ら
ウ
オ
ー
ク
」
に

は
91
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
医
療
推
進
課

　
市
民
病
院
の
常
勤
医
師
は
、
4
月
よ
り

1
人
増
員
と
な
り
19
人
体
制（
う
ち
歯
科

医
師
2
人
）で
す
。

　
市
民
病
院
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、

5
月
25
日
、
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
す
る
市
民
病
院

の
対
応
、
健
全
経
営
に
向
け
て
の
厚
生
連

の
取
り
組
み
、
誘
致
薬
局
の
日
程
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

６月定例議会行政報告（その１）６月定例議会行政報告（その１）

▲鷹巣南小学校で行われた人権の花運動の
植栽

▲5月 23日、四季美湖周辺で行われた
「くまげらウオーク」

総
務
部
関
係

財
務
部
関
係

市
民
生
活
部
関
係

健
康
福
祉
部
関
係

▲5月 31日開かれた、市民提案型まちづく
り事業の第１回審査会
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６
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（２）

６月定例議会行政報告（その２）６月定例議会行政報告（その２）

■
農
林
課

　
稲
作
は
、
豪
雪
と
3
月
か
ら
4
月
中
旬

ま
で
の
低
温
に
よ
り
雪
解
け
が
進
ま
ず
、

作
業
が
５
、
６
日
前
後
の
遅
れ
で
推
移
し

ま
し
た
。
4
月
中
旬
以
降
は
高
温
に
よ
り

作
業
が
進
み
ま
し
た
が
、
田
植
え
作
業
は
、

5
月
16
日
頃
か
ら
始
ま
り
、
平
年
よ
り
１

週
間
前
後
の
遅
れ
で
最
盛
期
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
生
育
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま

す
の
で
、
農
業
指
導
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
水
管
理
の
適
正
指
導
を
啓
発

し
て
い
き
ま
す
。

　
畑
作
は
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
が
平
年
並

み
で
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
山
の
芋

は
、
春
の
低
温
の
影
響
で
４
、
５
日
遅
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
牧
場
運
営
は
、
５
月
16
日
に
30

頭
が
鷹
巣
牧
場
、
６
月
７
日
に
は
14
頭
が
高

津
森
牧
場
に
入
牧
し
て
い
ま
す
。
終
牧
ま
で

事
故
の
な
い
よ
う
草
地
の
管
理
や
周
辺
整
備

を
進
め
、
畜
産
農
家
の
利
用
促
進
を
促
し
な

が
ら
、
安
全
で
安
心
で
き
る
肉
用
牛
生
産
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。　

　
昨
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
農
業
災
害
復
旧
工

事
繰
越
分
１
０
８
箇
所
は
、
5
月
中
に
95

箇
所
が
完
成
し
、
農
作
業
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。
残
り
13
箇
所

は
、
8
月
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

交
付
金
の
第
２
期
対
策
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
共
同
活
動
支
援
交
付
金
は
、
76
組

織
で
活
動
に
取
り
組
み
、
交
付
金
額
は
、

1
億
7
4
9
万
2
千
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。
向
上
活
動
支
援
交
付
金
は
、
21
組
織

で
実
施
す
る
予
定
で
、
事
業
費
は
、
3
分

の
１
の
自
己
負
担
を
含
め
4
5
3
2
万
1

千
円
の
見
込
み
で
す
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
は
、

今
年
度
、
18
地
区
で
面
積
１
０
６
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
事
業
費
2
1
9
9
万
9
千
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
関
係
は
、
県
営
農
村
整

備
事
業
に
よ
る
実
施
が
５
地
区
、
調
査
が

２
地
区
で
始
ま
り
ま
し
た
。
農
村
基
盤
の

再
整
備
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　
昨
年
8
月
の
林
道
災
害
の
４
路
線
６
箇

所
の
工
事
は
、
９
月
ま
で
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

■
商
工
観
光
課

　
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
関

係
は
、
10
事
業
37
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、
３
店
舗

を
事
業
認
定
し
て
、
空
き
店
舗
対
策
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　  

特
産
品
振
興
に
つ
い
て
は
、
4
月
21
日
、

森
吉
山
麓
村
興
し
会
主
催
に
よ
る
第
１
回

「
Ｂ
Ｍ（
バ
タ
ー
餅
）
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
開
か
れ
、
市
内
外
の
20
の
団
体
・
個
人

か
ら
、
個
性
の
あ
る
バ
タ
ー
餅
31
品
が
出

品
さ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
提
案
公
募
型
特
産
品
活
性
化

推
進
事
業
で
認
定
さ
れ
た
2
件
５
商
品
の

成
果
品
報
告
会
が
、
5
月
25
日
開
催
さ
れ
、

商
品
の
紹
介
や
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、Ｇ
Ｗ
に
合
わ

せ
て
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
、
4
月
28

日
か
ら
5
月
6
日
の
期
間
、
春
山
営
業
を

行
い
、
多
く
の
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
「
太
平
湖
湖
水
開
き
」
が
６
月
１
日
に

行
わ
れ
、
太
平
湖
と
小
又
峡
を
結
ぶ
遊
覧

船
の
運
航
が
始
ま
り
、
県
内
外
か
ら
訪
れ

た
観
光
客
は
新
緑
に
囲
ま
れ
た
湖
の
景
色

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
3
日
に
は
、
第
28
回
ふ
る
さ
と
踊

り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
催
し
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
6
月
8
日
、
第
２
回
北
秋
田
市
観
光
魅

力
向
上
会
議
を
開
催
し
、
東
北
観
光
博
や

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

受
入
れ
態
勢
や
新
た
な
観
光
素
材
の
発

掘
・
既
存
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
課

　
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た
北
空
港
〜

二
ツ
井
白
神
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の

総
会
が
5
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
期
完
成
に
向
け
、
国
へ
の
要
望
活
動
や

産
業
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
情
報
提

供
を
行
い
、
整
備
促
進
に
向
け
市
民
一
体

と
な
っ
た
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、5
月
末

の
補
助
金
交
付
決
定
数
１
２
６
件
、交
付
決

定
額
１
７
７
７
万
６
千
円
で
、昨
年
同
期
と

比
べ
、件
数
、金
額
と
も
約
16
％
の
増
で
す
。

■
建
設
課

　
道
路
維
持
工
事
（
大
沢
〜
李
岱
線
）
１

件
、
土
地
分
筆
登
記
業
務
委
託
（
蟹
沢
４

号
線
）
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
は
、
道
路

改
良
工
事
（
大
野
台
幹
線
）
１
件
を
発
注

繰
越
し
、
7
月
末
の
完
成
予
定
で
す
。

■
上
下
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
東
地
区
簡
易
水
道

配
水
場
配
水
ポ
ン
プ
取
替
工
事
実
施
設
計
、

米
内
沢
地
区
・
桂
瀬
地
区
簡
易
水
道

送
・
配
水
管
移
設
工
事
実
施
設
計
、
阿
仁

合
地
区
簡
易
水
道
導
水
施
設
改
良
工
事
実

施
設
計
の
３
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
、
柳
中
地
区
の
面
整
備
工
事
、
田

中
下
モ
地
内
の
北
部
幹
線
工
事
の
2
件
を

発
注
し
て
い
ま
す
。

■
常
備
消
防

　
本
年
１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
の
火
災
発

生
は
、
昨
年
同
期
よ
り
２
件
少
な
い
6
件

で
、
建
物
火
災
３
件
、
林
野
火
災
１
件
、

そ
の
他
火
災
２
件
で
す
。
建
物
火
災
で
は

住
家
２
件
、
非
住
家
1
件
で
火
災
に
よ
る

死
者
は
3
年
ぶ
り
で
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。 　

救
急
出
動
は
５
５
１
件
で
昨
年
度
同
期

比
50
件
の
増
。
内
訳
は
、
急
病
３
６
２
件
、

一
般
負
傷
84
件
、
交
通
事
故
50
件
、
転
院

搬
送
33
件
、
そ
の
他
22
件
で
す
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
8
件
で
4
人
を
搬
送

し
て
お
り
、
不
搬
送
は
、
天
候
不
良
3
件
、

日
没
1
件
。
救
助
出
動
は
26
件
で
、
内
訳

は
、
交
通
事
故
21
件
、
機
械
に
よ
る
事
故

2
件
、
そ
の
他
の
３
件
で
す
。

　
予
防
査
察
の
指
導
状
況
は
、
集
会
所
等

74
件
と
危
険
物
施
設
23
件
実
施
し
、
消
防

法
違
反
の
施
設
等
に
は
早
急
に
是
正
す
る

よ
う
指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。
5
月
13
日

に
広
島
県
福
山
市
で
発
生
し
た
ホ
テ
ル
火

災
に
伴
い
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
緊
急
査
察

を
5
月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
26
件
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
3
月
27
日
本
署
2

号
車
を
更
新
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
登

録
し
て
い
ま
す
。

■
非
常
備
消
防

　
春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
の
4
月
1
日

に
、
各
地
区
に
お
い
て
一
斉
放
水
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
3
月
31
日
の

豪
雨
の
た
め
一
斉
放
水
訓
練
を
中
止
し
、

河
川
の
警
戒
及
び
火
災
予
防
巡
回
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
総
務
課 

　
米
内
沢
小
学
校
建
設
工
事
の
進
捗
に
つ

て
は
、
5
月
末
現
在
で
約
38
％
と
な
っ
て

お
り
、
10
月
末
の
完
成
に
向
け
進
め
て
い

ま
す
。
プ
ー
ル
の
建
設
工
事
は
90
％
の
進

捗
で
6
月
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
県
か
ら
の
受
託
事
業
「
あ
き
た
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
学
園
」
は
、
5
月
25
日
ま
で
に
、

延
べ
９
人
が
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
に

あ
わ
せ
た
学
習
指
導
や
体
験
活
動
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
今
年
度
の
入
学
（
園
）
児
童
生
徒
数
は

幼
稚
園
５
人
、
小
学
校
２
２
１
人
、
中
学

校
２
７
７
人
で
す
。
５
月
１
日
現
在
の
児

童
生
徒
数
は
幼
稚
園
９
人
、
小
学
校
１
４

０
２
人
、
中
学
校
８
７
２
人
で
、
小
学
校

が
１
０
２
学
級
、
中
学
校
が
36
学
級
で
す
。

　
４
月
21
、
22
日
に
、
中
学
校
大
北
春
季

総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
野
球
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、
柔
道
男
子
団
体
で
鷹

巣
中
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
で
鷹
巣
南
中
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体
で
森
吉
中
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
、
剣
道
女
子
団
体

で
合
川
中
が
優
勝
を
飾
っ
た
ほ
か
、
柔
道

男
女
個
人
戦
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
階
級
で

優
勝
者
を
出
す
な
ど
、
市
内
の
中
学
校
の

活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課 

　
高
齢
者
大
学
は
、
高
鷹
大
学
２
２
１
人
、

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
64
人
、
森
吉
大
学

1
0
8
人
、
阿
仁
生
き
活
き
大
学
60
人
の

計
4
5
3
人
が
、
入
学
・
開
講
式
を
行
い
、

意
欲
を
新
た
に
今
年
度
の
学
習
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

内
14
箇
所
で
5
3
5
人
の
学
童
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
学
校
教
育
の
支
援
を
行
う

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
は
、
市
内
9
校

（
う
ち
単
独
実
施
２
校
）
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
50
回
記
念
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館

北
秋
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
4
月
21

日
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
１
９
０
人
が

参
加
し
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
北

秋
田
市
民
プ
ー
ル
の
平
成
23
年
度
の
利
用

者
は
、
プ
ー
ル
が
2
万
9
0
6
7
人
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
1
万
4
8
4
5
人
の

合
わ
せ
て
4
万
３
９
１
２
人
で
す
。
北
秋

田
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
は
1

万
３
５
４
０
人
で
す
。

▲新しく配備された災害対応特殊水槽付消
防ポンプ自動車での訓練

▲文化会館で行われた高鷹大学の入学・開
講式

産
業
部
関
係

建
設
部
関
係

消
防
本
部
関
係

教
育
委
員
会
関
係

▲わが家自慢のバター餅31品が出品された、
「ＢＭ－１グランプリ」
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◇
5
月
16
日
〜
6
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
６
月
12

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
秋
田
八
幡
平
ク

マ
牧
場
の
熊
の
受
け
入
れ
や
６
月
定
例
議

会
に
提
案
予
定
と
な
っ
て
い
る
案
件
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
秋
田
八
幡
平
ク
マ
牧
場
が
飼
養
し
て
い

る
熊
に
つ
い
て
「
県
か
ら
の
受
け
入
れ
要

請
に
基
づ
き
、
阿
仁
熊
牧
場
の
現
状
を
踏

ま
え
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
に
つ
い
て
は
全
６
頭
の
受
け
入
れ
が

可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ヒ
グ
マ
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
具
体
的
協
議
に
入

り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
30
周
年

記
念
訪
問
団
に
つ
い
て
は
、「
7
月
30
日
か

ら
8
月
1
日
ま
で
、
同
校
留
学
生
同
窓
会

の
会
員
と
そ
の
家
族
な
ど
34
人
が
当
市
を

訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
昨
年
の
7

月
に
、
私
も
中
国
で
の
同
校
留
学
生
同
窓

会
中
国
全
国
大
会
に
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
の
元
留
学
生
の
方
々
と
友
好
を

深
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
は
元
留
学

生
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
そ
の
子
ど
も

達
も
15
人
が
訪
問
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で

長
ら
く
育
ん
で
き
た
友
好
交
流
を
次
世
代

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、

今
後
は
人
的
交
流
の
み
な
ら
ず
、
経
済
活

動
や
観
光
分
野
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
交
流

を
行
っ
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
に
し
て

い
き
た
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
が
れ
き
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
「
岩
手
県
の
が
れ
き

に
含
ま
れ
る
放
射
線
量
は
こ
ち
ら
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
と
確

認
し
、
現
在
受
け
入
れ
を
前
提
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
地

域
住
民
や
議
会
に
対
す
る
よ
り
き
め
細
や

か
な
説
明
や
対
策
が
必
要
と
考
え
、
そ
れ

に
は
概
ね
５
か
月
ほ
ど
の
期
間
が
必
要
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的

な
判
断
を
年
内
中
に
は
行
え
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲定例記者会見で、八幡平クマ牧場の熊の受
け入れなどについて述べる津谷市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
全
６
頭
の
受
け
入
れ
可
能

　
米
代
川
・
阿
仁
川
災
害
復
旧
事
業
の
竣

工
式
が
６
月
９
日
、
前
田
地
区
の
阿
仁
川

河
川
敷
で
行
わ
れ
、
国
や
県
、
市
、
用
地

提
供
者
、
工
事
関
係
者
等
が
出
席
し
、
無

事
に
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
を
祝
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
９
月
17
日
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
で
は
、
阿
仁
川
流
域
で
総
雨
量
２
５

０
ミ
リ
を
超
え
、
死
者
１
人
、
行
方
不
明

者
１
人
、
避
難
勧
告
発
令
約
１
万
３
０
０

０
人
、
床
上
浸
水
２
３
０
戸
、
農
地
浸
水

１
５
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
更
に
は
河
川
の

越
水
に
よ
り
４
箇
所
で
堤
防
が
破
堤
、
23

箇
所
決
壊
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
阿
仁
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
は
、
全
体

事
業
費
１
０
４
億
円
で
五
味
堀
地
区
か
ら

増
沢
地
区
ま
で
の
延
長
28
㎞
に
わ
た
り
、

増
沢
木
戸
石
、
米
内
沢
、
浦
田
大
渕
、
阿

仁
前
田
、
五
味
堀
の
５
工
区
に
お
い
て
、

堤
防
を
築
い
た
り
、
河
道
の
拡
幅
工
事
が

行
わ
れ
、
平
成
23
年
度
で
工
事
が
す
べ
て

完
了
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
行
わ
れ
た
竣
工
式
は
秋
田
県
、

北
秋
田
市
、
能
代
市
、
国
土
交
通
省
能
代

河
川
国
道
事
務
所
の
主
催
で
行
わ
れ
、
佐

竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、
津
谷
市
長
、
斉
藤

滋
宣
能
代
市
長
が
主
催
者
と
し
て
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
津
谷
市
長
は
「
事
業
の
完
成

に
よ
り
、
今
後
こ
の
阿
仁
川
流
域
は
、
本

年
３
月
に
竣
工
し
た
森
吉
山
ダ
ム
と
と
も

に
、
治
水
強
化
と
流
域
環
境
の
保
全
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
洪
水
か
ら
地
域
住
民
の
人

命
と
生
活
が
守
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
安

心
の
も
と
に
、
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
な
が

ら
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
安
全
安
心

な
地
域
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
な
ど

と
述
べ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿
仁
前
田
獅
子

踊
り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
主
催
者
や
来

賓
、
地
元
前
田
小
学
校
の
代
表
児
童
が
く

す
玉
を
開
披
し
て
竣
工
を
喜
び
ま
し
た
。

▲関係者がくす玉を割り完成を祝った、米代
川・阿仁川災害復旧事業竣工式

米
代
川
･
阿
仁
川
災
害
復
旧
事
業
竣
工
式

洪
水
対
策
に
万
全
を
期
し
て

バ
タ
ー
餅
製
造
の
衛
生
管
理
講
習
会

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
登
録
を

　
北
秋
田
市
バ
タ
ー
餅
製
造
に
係
る
衛
生

管
理
講
習
会
が
６
月
14
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
の
事

業
所
や
個
人
な
ど
60
人
が
参
加
し
、
衛
生

管
理
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
こ
れ
ま
で
各
家
庭
で
食
さ

れ
た
り
、
直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
い
た
バ

タ
ー
餅
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
遠
方
か
ら
買
い
求

め
る
方
も
急
増
し
て
お
り
、
顧
客
の
信
頼

を
維
持
・
蓄
積
す
る
た
め
、
衛
生
管
理
の

徹
底
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
北
秋
田
市
だ

け
で
は
な
く
県
内
各
地
で
バ
タ
ー
餅
が
製

造
さ
れ
始
め
て
お
り
、
味
の
ば
ら
つ
き
や

衛
生
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
心
配
さ
れ
る

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
今
日
は
北
秋
田

保
健
所
と
秋
田
県
総
合
食
品
研
究
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
講
習
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
バ

タ
ー
餅
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
た
め
の

第
１
弾
と
し
て
、
商
標
登
録
を
考
え
て
い

ま
す
。
市
内
製
造
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
統

一
し
た
商
標
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

更
な
る
商
品
技
術
の
安
定
化
を
図
り
、
将

来
的
に
は
地
域
団
体
商
標
登
録
を
目
指
し
、

バ
タ
ー
餅
を
製
造
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で

組
織
化
も
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
タ
ー
餅
人
気
を
今
だ
け
で
終
わ
ら

せ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
市
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
講
習
会
で
は
、
北
秋
田
保
健
所
の
永
須

昭
夫
・
副
主
幹
が
、
食
中
毒
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
工
程
別
衛
生
管
理
や
保
存
方
法
、

商
品
化
し
た
際
の
食
品
表
示
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
秋
田
県
総
合
食
品
研
究
セ
ン

タ
ー
の
髙
橋
徹
・
主
任
研
究
員
と
佐
々
木

玲
・
研
究
員
が
、
も
ち
米
の
成
分
や
栄
養
、

品
種
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
バ
タ
ー
餅
作
り
に
生
か
そ

う
と
、
真
剣
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

▲講習会では、食中毒などを起こさないよう
衛生管理や保存方法などを学びました

市長定例記者会見／市長ダイアリー

５
月
16
日（
水
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
理
事
会（
秋
田
市
）

17
日（
木
）▽
第
１
６
０
回
東
北
市
長
会
総
会（
仙
台
市
）

18
日（
金
）▽
米
代
川
重
要
水
防
箇
所
合
同
巡
視
（
米
代
川
前
山
水
門
前
）▽
平
成
24

　
　
年
度
鷹
巣
町
議
会
議
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会
（
む
ら
か
わ
）

19
日（
土
）▽
秋
田
内
陸
線「
の
り
も
の
ま
つ
り
」（
阿
仁
合
駅
前
）

22
日（
火
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
平
成
24
年
度
定
期
総
会
▽
大
館
能

　
　
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）取
締
役
会（
同
ビ
ル
）▽
北
秋
田
市
鷹
巣
自
治

　
　
会
長
連
絡
協
議
会
平
成
24
年
度
通
常
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

23
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
第
1
回
秋
田
県
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）

24
日（
木
）▽
米
代
川
治
水
期
成
同
盟
会
ほ
か
２
期
成
同
盟
会
平
成
24
年
度
合
同
総
会

　
　
（
能
代
市
）▽
北
秋
田
職
業
訓
練
協
会
第
43
回
通
常
総
会（
中
央
公
民
館
）

25
日（
金
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
協
議
会（
北
秋
田
市
民
病
院
）

28
日（
月
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

29
日（
火
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
平
成
24
年
度
通
常
総
会（
秋
田
市
）

30
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
日
沿
道
あ
き
た
北
空
港
〜
二
ツ
井
白
神
間
建

　
　
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
第
3
回
医
師
不
足・
偏
在
改
善

　
　
計
画
策
定
部
会（
秋
田
市
）

31
日（
木
）▽
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
審
査
会
審
査
員
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

６
月
２
日（
土
）▽
平
成
23
回
全
国「
み
ど
り
の
愛
護
」の
つ
ど
い（
秋
田
市
）

３
日（
日
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
水
防
訓
練（
鷹
巣
橋
下
流
河
川
敷
）▽
第
28
回
ふ

　
　
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り（
駅
前・
銀
座
通
り
）

４
日（
月
）▽
秋
田
県
合
併
浄
化
槽
普
及
促
進
協
議
会
総
会（
本
庁
舎
）

５
日（
火
）▽
第
8
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト（
東
京
都
）

６
日（
水
）▽
第
82
回
全
国
市
長
会
議
通
常
総
会（
東
京
都
）

７
日（
木
）▽
第
１
回
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
総
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

８
日（
金
）▽
第
５
回
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す「
植
樹
祭
」（
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
）

　
　
▽
鍵
ノ
滝
地
域
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
地
協
定
書
締
結（
大
館
市
）

９
日（
土
）▽
米
代
川
･
阿
仁
川
災
害
復
旧
事
業
竣
工
式（
八
幡
橋
上
流
河
川
敷
）

12
日（
火
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
連

　
　
絡
協
議
会
総
会
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

14
日（
木
）▽
北
秋
田
市
バ
タ
ー
餅
製
造
に
係
る
衛
生
管
理
講
習
会（
森
吉
コ
ミ
ュ

　
　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
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▲米内沢根小屋地区で田んぼアートづくりに
挑戦する参加者

車窓からの眺めが楽しみ ●田んぼアート制作

●竜ヶ森合同山開き

▲新緑のブナ林のなかを歩き、山頂を目指す
参加者

ブナ林の新緑を浴びて

▲約150人の参加者が、根子番楽、郷土料理、
マタギ語り、集落散策などを楽しんだ

集落のパワーを結集 ●根子番楽まつり

▲津谷市長に功労者表彰の喜びを語る高関英
男さん

林業の発展に寄与 ●高関英男さん功労者表彰

●第 26回東京圏あに会総会

▲ふるさと阿仁の話で盛り上がった、東京
圏あに会懇親会

ふるさとに思いを馳せて

▲津谷市長に全日本おかあさんコーラス全国
大会への出場を報告する三澤代表

おかあさんコーラス全国大会へ ●秋田声楽研究会合唱団
　
根
子
番
楽
ま
つ
り
（
実
行
委
員
長
＝
佐
藤

哲
也
根
子
自
治
会
長
）
が
６
月
10
日
、
阿
仁

根
子
集
落
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
1
5
0
人
の
参
加
者
が
根
子
番
楽
や
郷
土

料
理
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
自
治
会
と
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
企
画
や
運
営
を
行
い
、
今
回

が
２
回
目
の
開
催
で
す
。

　
こ
の
日
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
入
村
手
形
を

購
入
し
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

『
根
子
番
楽
』
や
マ
タ
ギ
と
の
語
ら
い
、
昔

遊
び
体
験
、
集
落
内
散
策
な
ど
の
盛
り
沢
山

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
昼
食
で
は
、
集
落
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
作
る
郷
土
料
理
が
振
る
舞

わ
れ
、
地
元
伝
統
の
ナ
ッ
ツ
や
煮
染
め
、
白

あ
え
な
ど
を
、
一
品
一
品
じ
っ
く
り
味
わ
い

な
が
ら
、
田
舎
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
制
作
の
田
植
え
作
業
が
市
内
３
箇
所

で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
田
ん
ぼ
に
赤
、
黄
、

緑
、
紫
色
な
ど
の
品
種
の
稲
を
使
い
、
絵
や

文
字
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
と
い
う
も
の
。
作

業
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
育

む
と
と
も
に
、
観
光
客
が
訪
れ
た
く
な
る
景

観
を
つ
く
り
、
秋
田
内
陸
線
の
集
客
力
ア
ッ

プ
を
図
ろ
う
と
北
秋
田
地
域
振
興
局
が
企
画

し
ま
し
た
。

　
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は
米
内
沢
根
小
屋
、

小
又
平
里
、
阿
仁
小
渕
地
区
で
、「
あ
き
た
美

人
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
文
字
を
制
作
し
ま
し
た
。

３
箇
所
は
内
陸
線
の
車
窓
か
ら
観
る
こ
と
が

で
き
、
見
頃
は
７
月
か
ら
８
月
の
予
定
で
す
。

　
北
秋
田
市
と
大
館
市
に
ま
た
が
る
竜
ケ
森

（
1
0
4
9
・
8
ｍ
）
の
両
市
合
同
山
開
き

が
６
月
１
日
に
行
わ
れ
、
山
頂
で
今
シ
ー
ズ

ン
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
合
同
山
開
き
は
昭
和
63
年
か
ら
始
ま
り
、

両
市
が
交
互
に
主
催
し
毎
年
6
月
1
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
北
秋
田
市
側
の
東
ノ
又
コ
ー
ス

に
至
る
林
道
の
路
肩
決
壊
で
バ
ス
の
通
行
が

制
限
さ
れ
た
た
め
、
大
館
市
側
の
比
内
コ
ー

ス
か
ら
一
緒
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
竜
ヶ
森
は
、
山
頂
部
周
辺
が
ブ
ナ
の
美
林

で
覆
わ
れ
、
新
緑
、
紅
葉
が
美
し
い
山
。
こ

の
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
登
山
日
和
。

両
市
や
県
内
の
登
山
愛
好
者
な
ど
約
1
5
0

人
が
参
加
し
、
ブ
ナ
の
新
緑
が
映
え
る
竜
ヶ

森
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
秋
田
声
楽
研
究
会
合
唱
団
（
メ
ン
バ
ー
17

人
）
の
三
澤
由
美
子
代
表
が
、
６
月
14
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
、
第
35
回
全

日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
合
唱
団
は
、
６
月
10
日
に
岩
手
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
の
東
北
支
部
大
会

に
出
場
し
、
42
団
体
の
中
か
ら
上
位
６
団
体

に
入
り
、
３
度
目
の
挑
戦
で
見
事
全
国
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
三
澤
代
表
は
「
団
員
一
丸
で
全
国
大
会
を

目
指
し
、
ハ
ー
ド
な
練
習
に
も
耐
え
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
。
全
国
大
会
で
も
上

位
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
88
団
体
が
出
場
し
て
８
月

24
日
か
ら
26
日
ま
で
、
東
京
の
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
（
津
谷
永
光
会

長
）
の
治
山
・
林
道
・
公
有
林
事
業
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
高
関
英
男
さ
ん
（
68

歳
）＝
阿
仁
幸
屋
渡
＝
が
６
月
11
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
高
関
さ
ん
は
、
旧
阿
仁
町
職
員
と
し
て
通

算
７
年
間
林
業
行
政
に
携
わ
り
、
農
林
課
長

を
歴
任
。
ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
阿
仁
林
業

研
究
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
菅
生
地

区
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が

ら
治
山
事
業
を
９
年
間
継
続
し
て
導
入
し
、

地
権
者
の
同
意
を
ま
と
め
上
げ
る
な
ど
、
路

網
整
備
計
画
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
関
さ
ん
は
「
林
業
４
団
体
が
統
合
し
て

初
め
て
の
表
彰
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
第
26
回
東
京
圏
あ
に
会
（
佐
藤
正
成
会

長
）
の
総
会
・
懇
親
会
が
６
月
３
日
、
東
京

都
東
上
野
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
阿
仁
地
区

か
ら
の
参
加
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
集
い
、

阿
仁
を
懐
か
し
む
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
馬
肉
の
煮
付
け
や
山
菜
、

漬
け
物
な
ど
ふ
る
さ
と
の
味
を
堪
能
し
な
が

ら
、
互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
故
郷
談
義

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
や
秋
田
内

陸
線
支
援
活
動
の
紹
介
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
設
け
ら
れ

た
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
阿
仁
か
ら

直
送
さ
れ
た
採
れ
た
て
の
ミ
ズ
や
シ
ド
ケ
、

ア
イ
コ
等
が
並
べ
ら
れ
、
会
員
ら
は
ふ
る
さ

と
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。
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平成24年

７月31日

まで

福祉医療費助成制度の改正／福祉医療受給者証の更新

　これまで乳幼児を対象とした福祉医療費助成制度の外来医療費
助成が、県の制度に市独自の子育て支援を加えて平成 24 年８月
１日から小・中学生まで対象範囲が拡大されます。
　必要書類等や申請手続き方法については、市内の学校を通して
対象者へ別途通知します。

福祉医療費助成制度が改正されます福祉医療費助成制度が改正されます
小 ・ 中学生まで対象範囲が拡大…８月１日から小 ・ 中学生まで対象範囲が拡大…８月１日から

乳幼児（６歳に達した最初の３月 31日まで）
小学生（小学校修了年度の３月 31日まで）
中学生（中学校修了年度の３月 31日まで）

外来医療費
全額助成
対 象 外
対 象 外

入院医療費
全額助成
全額助成
全額助成

対　象　者

平成24年

８月 １日

から

外来医療費
全額助成
全額助成

入院医療費
全額助成
全額助成

全額助成

対　象　者

個人の負担額上限は
1,000 円まで　※

乳幼児（６歳に達した最初の３月 31日まで）
小学生（小学校修了年度の３月 31日まで）

中学生（中学校修了年度の３月 31日まで）

※中学生は診療報酬明細書１枚あたり被保険者等負担額の上限を 1,000 円までとします

◎お問い合わせ・・・市民課国保年金班　☎６２－１１１８

現在お持ちの福祉医療受給者証（ 　 カード）で
有効期限が平成 24年７月 31日の方は使用できなくなります

　現在お持ちの受給者証（　　カード）の有効期限が平成 24年７月 31日の方は、８月１日
から使用できなくなるため、７月中に新しい受給者証（　　カード）を送付します。
　また、市で対象者の所得確認ができない場合（１月１日以降の転入者、未申告者）は、別
途通知書を送付しますので、市民課又は各総合窓口センターへ所得・課税証明書を提出して
ください。

※加入されている健康保険証（社保、共済、国保など）が変更になった時は手続が必要です

福祉医療受給者証が更新になります福祉医療受給者証が更新になります

▲通りを埋め尽くし踊りを披露 「ふるさと踊り」

▲軽快な踊りを披露した 「鷹巣すずめ踊り」

▲優勝を果たした秋田北鷹高校３年Ｎ組チーム

▲バランスを崩した秋田北鷹高校職員チーム

第２８回

ふるさと踊りと餅っこまつり
第２８回

ふるさと踊りと餅っこまつり
第２８回

ふるさと踊りと餅っこまつり

大綱引き大会 ２０１２大綱引き大会 ２０１２大綱引き大会 ２０１２

スケッチスケッチカ メ ラカ メ ラ

▲秋田北鷹高校３年Ｆ組チームは決勝で涙を飲む

▲餅を引き伸ばし東西でその長さを競いました

　
第
28
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）

が
６
月
３
日
、 

鷹
巣
駅
前
通
・
銀
座
通
を
会
場
に
開
か
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
催
し
物
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
今
年
の
春
か
ら
人
気
と
な
っ
た
バ
タ
ー
餅
を
は
じ
め
各
種

餅
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
３
升
の
餅
を
約
２
０

０
人
の
参
加
者
が
引
き
伸

ば
し
、
東
西
で
そ
の
長
さ

を
競
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
ふ
る
さ
と
踊

り
で
は
、
各
地
区
婦
人
会

や
秋
田
北
鷹
高
校
な
ど
23

団
体
が
参
加
し
、
通
り
を

埋
め
尽
く
し
た
踊
り
手
が

着
物
姿
の
あ
で
や
か
な
踊

り
を
披
露
し
、
沿
道
の
観

衆
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
２

（
伊
藤
公
夫
実
行
委
員
長
）

が
６
月
16
日
、 

鷹
巣
駅
前
通

・
銀
座
通
を
会
場
に
開
か
れ
、

秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
や
市

民
ら
約
１
０
０
０
人
が
綱
の

引
き
合
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
高
校
生
22

チ
ー
ム
の
ほ
か
、
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
校
職
員
、
市
役
所
職
員
の

計
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
チ
ー
ム
構
成
は
、
男
子

10
人
と
女
子
５
人
の
混
合

チ
ー
ム
。
対
戦
の
結
果
、
３
年
Ｎ
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
鷹
巣
駅
前
通
・
銀
座
通
商
店
街
は
、
選
手
た
ち
を
応
援
す
る
生

徒
や
市
民
の
大
き
な
声
や
笑
い
声
が
響
き
渡
り
、
明
る
く
に
ぎ
や
か
な
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

10
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後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ／ジェネリック医薬品の利用等

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
訳

　
平
成
23
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
確
定
し
た
保
険
料
を
お

知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
、
平
成
24
年
７
月
中
旬
、
皆
様
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
の

「
保
険
証
」
が
新
し
く
な
り
、
７
月
下
旬
に
、
加
入
者
の
皆

様
全
員
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
８
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
と
３
割
の
方
が
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
納
税
相
談
の
上
、
窓
口
交
付
と

な
り
ま
す
。

均等割額と所得割額
均等割額
所得割額

保険料の内訳

39,710円
8.07％

保険料 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額
(所得×所得額率）

▼均等割額とは
　県内の加入者全員に等しく納めて
　いただく金額
▼所得額割とは
　加入者本人の所得に応じて納めて
　いただく金額

均
等
割
額
・
所
得
割
額
の
軽
減

世帯主及び被保険者の総所得金額が
下記基準を超えない世帯 軽減割合 均等割額

基礎控除額（330,000 円）

被保険者全員の年金収入が 80万円
以下で、その他各所得がない

基礎控除額（330,000 円）＋350,000円
×被保険者の数 ２割

基礎控除額（330,000 円）＋245,000円
×被保険者の数
（世帯主である被保険者を除く）

５割

8.5割

９割

後期高齢者医療に加入する前日に、職場
の健康保険等の被扶養者であった方 ９割

5,956円

3,971円

3,971円

19,855円

31,768円

被保険者本人の総所得金額等 軽減割合
58 万円以下 ５割（年金収入のみの場合は、153 万円～211万円以下）

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

《今までお使いの保険証》

（有効期限）　
平成 24年７月31日まで
※８月１日以降は使用できません

（有効期限１年間）　
平成 24年８月１日から
平成 25年７月31日まで
※７月下旬にご自宅へ送付されます

《新しい保険証》

保
険
証
の
詐
取
に
注
意

さ

し

ゅ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
65
歳
か
ら
74
歳
の
前
期
高
齢
者
で
障
が

い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
の
内
容
と
８
月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
の

送
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
方
に
適
用
さ
れ
る
保
険
料
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
と
同
じ
割
合
で
継
続

さ
れ
ま
す
。

○均等割額の軽減割合

○所得割額の軽減割合

保
険
料
の
納
め
方

　
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら

の
天
引
き(

特
別
徴
収)

で
す
が
、
条
件
に
よ
り

窓
口
納
付
や
口
座
振
替(

普
通
徴
収)

に
よ
り
、

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
の
天
引
き)

▼
対
象
と
な
る
方

　
年
金
の
受
給
額
が
18
万
円
以
上
の
方(

後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
と
介
護
保
険
料
と
の
合
計
が
、

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
を
除

く)▼
納
め
方

　
年
６
回
の
年
金
受
給
時
に
年
金
受
給
額
か
ら
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

■
普
通
徴
収(

窓
口
納
付
・
口
座
振
替)

▼
対
象
と
な
る
方

①
年
金
の
受
給
額
が
18
万
円
以
下
の
方

②
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
な

い
方　

③
年
金
の
受
給
額
が
18
万
円
以
上
の
方
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
額
と
介
護
保
険
料
と
の
合
計
額

が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て

年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
お
問
い
わ
合
せ
先
の
窓
口
に
申
請
す
る

こ
と
で
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
平
成
23
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

と
な
る
世
帯
の
方
は
、
入
院
時
の
食
事
代
と
１
ヶ
月
の
医

療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
る
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
送

付
さ
れ
た
方
は
、
新
し
い
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
23
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
以
前
に
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
交
付
を
受
け
た
い

方
は
、
市
役
所
市
民
課
、
又
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
他
県
に
お
い
て
、
広
域
連
合
や
市
町
村
職
員
に
な
り
す
ま

し
、
保
険
証
を
だ
ま
し
取
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
手
口
は
「
保
険
証
の
更
新
時
期
な
の
で
、
古
い
保
険
証

を
回
収
に
来
ま
し
た
。
新
し
い
保
険
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
」

と
説
明
し
、
だ
ま
し
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。
だ
ま
し
取
ら

れ
た
保
険
証
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て
悪
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
職
員
が
直
接
訪
問
し
、
古
い
保
険
証
を
回
収
す
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
も
し
、
不
審
な
訪
問
を
受
け
た
場
合
は
、
絶
対
に
そ
の
場

で
保
険
証
は
渡
さ
ず
、
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
国
保
年
金
班　

 　

 

☎
62

－

１
１
１
８

　
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

☎
78

－

２
１
１
２

　
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

☎
72

－

３
１
１
５

　
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

☎
82

－

２
１
１
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
で
す

　ジェネリック医薬品は新薬の特許が切れてから同じ有効成分を使って作られたお薬です。効き目や安全
性も確認されており、価格も新薬に比べて一般的に安くなっているため、医療費の節約につながります。

ジェネリック医薬品を利用しましょう

　健康診査は、自分の健康状態を知る大きな手がかりになります。生活習慣病の早期発見、早期治療だけ
でなく、健康・生活管理にも役立ちます。

健康診査を受けましょう

　お薬手帳には、病院などから処方されたお薬、薬局などで購入されたお薬の名前や飲む量、回数などが
記録されます。過去に自分がどのようなお薬を服用したか確認したり、他の医療機関からお薬をもらうと
きにも、お薬の重複や飲み合わせについて確認してもらうことができます。

お薬手帳を持ちましょう
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ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

52

　
蟹
沢
山
北
方
山
麓
一
帯
は
「
水
の
目

林
」（
水
源
涵
養
林
）
と
し
て
、
木
を
伐

採
し
て
は
な
ら
な
い
お
札
山
と
し
て
、

指
定
さ
れ
て
い
た
場
所
で
し
た
。
そ
の

際
、
秋
田
藩
か
ら
交
付
さ
れ
た
制
札
で
す
。

　
横
60
㎝
、
縦
30
㎝
、
厚
さ
３
㎝
の
木

の
立
札
で
す
が
、
墨
字
は
風
化
し
て
よ

く
読
め
ま
せ
ん
。

　
部
落
に
あ
る
文
書
に
よ
る
と
、『
坊
沢

村
之
内
蟹
沢
山
木
戸
石
道
よ
り
さ
ま
の

上
ま
で
嶺
下
林
に
位
置
候
間
、
下
草
た

り
と
も
刈
り
取
る
へ
か
さ
る
も
の
也　

延
宝
７
年
（
１
６
７
９
）
年　
須
田
内

記
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
な
お
、
こ
の
制
札
は
再
交
付
さ
れ
た

も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
市
の
山
林
資

料
の
現
物
と
し
て
大
切
に
保
存
し
た
い

も
の
で
す
。
人
間
が
安
全
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
、
水
や
山
林
を
大
切

に
し
た
当
時
の
人
々
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
制
札
は
こ
の
他
に
も
、「
七
日
市
の
御

札
山
制
札
」（
市
指
定
文
化
財
」）
が
あ

り
ま
す
。
今
泉
村
に
「
水
の
目
林
」、

竜
が
鼻
に
「
柳
林
」（
護
岸
）
を
設
定
し

た
と
い
わ
れ
、
蟹
沢
が
約
30
年
ほ
ど
早

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
林
政
改
革
、

山
林
保
護
し
た
政
策
）

◇「
制
札
」
…
禁
止
や
掟
の
内
容
を
書

い
て
、
村
の
道
や
神
社
の
境
内
な
ど
に

立
て
た
札
（
立
て
札
）。
高
札
、
禁
制

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇「
下
草
」
…
木
陰
に
生
え
て
い
る
草
。

▽
平
成
元
年
10
月
１
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
『
鷹
巣
の
文
化
財
』『
鷹
巣
町

史
第
１
巻
』
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
書
籍
）

○「
蟹
沢
の
御
札
山
制
札
」

▲蟹沢の御礼山制札　

学びの広場

◇
所
在
地　
坊
沢
字
炭
焼
沢
口
59―

１

◇
管
理
者　
桜
庭　
茂

スポーツで地域をつなごう
～チャレンジデー 2012～

　住民総参加型スポーツイベント「チャレンジ
デー 2012」が５月 30日、全国一斉に行われ、北
秋田市からエントリーした小猿部地区では、住民
らが様々なスポーツに親しみました。
　チャレンジデーとは、人口規模がほぼ同じ自治
体同士が、決められた時間内に、15分以上継続し
て何らかの運動やスポーツをした住民の参加率を
競います。年齢や性別を問わず誰もが気軽に参加
できるイベントです。
　参加者は、地区公民館などを会場に、ユニカー ▲沢口公民館で行われたスポーツ吹き矢

ル、ウオーキング、グランドゴルフ、卓球などを
楽しみながら心地よい汗を流していました。

子どもの成長を願い記念植樹
～第 37回誕生の森記念植樹～

　第 37 回誕生の森記念植樹が５月 20 日、三木田
の翠雲公園で開かれ、子どもの誕生を祝い家族ら
があじさいを植樹しました。
　今年は、平成 23年４月２日～ 24年４月１日ま
でに合川地区で生まれた子ども 29 人（男子 16 人、
女子 13人）のうち、20人の子どもの家族ら約 80
人が参加しました。
　植樹したあじさいの横には、記念標柱が立てら
れ、子どもの名前、生年月日、さらに「思いやり
のある子に育ってほしい」「友達を大切にする子に ▲子どもの成長に願いを込めあじさいを植樹

育ってほしい」などのメッセージも書き入れられ、
子どもの健やかな成長を願いました。

“ おやかた ” に学び地域を元気に
～おやかたさ集まるべ講座～

　おさるべ元気くらぶと七日市公民館が主催する
「おやかたさ集まるべ講座」が６月 16 日、七日市
長岐邸を会場に約 50人が参加し行われました。
　おさるべ元気くらぶは、小猿部地域のつながり
の中心であった長岐家をより所として、新しい地
域づくりを目指して行こうという趣旨のもと設立
されました。
　第１回目は、「七日市おやかた ( 長岐家宗家 ) と
北秋田の歴史文化」と題して、龍泉寺住職・佐藤
俊晃氏により、七日市村の歴史や長岐家初代から ▲長岐邸で行われた「おやかたさ集まるべ講座」

11 代貞治までの功績について興味深い講話が行わ
れました。この講座は今後３回行われる予定です。

阿
仁
公
民
館

平
成
24
年
度 

北
秋
田
市
成
人
式

問

生
涯
学
習
課　
☎
62
ー
１
１
３
０

すいうん

阿
仁
公
民
館

公
民
館
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
各
公
民
館
へ

　
日
時　
８
月
15
日
（
水
）　
14
時
30
分
〜

会
場　
北
秋
田
市
文
化
会
館

対
象　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
者

及
び
市
内
中
学
校
卒
業
者

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す

が
、
該
当
す
る
方
で
通
知
が
届
い
て
い
な

い
場
合
な
ど
は
、
７
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
身
近
な
野
菜
で
お
い
し
い
料
理

期
日　
８
月
２
日
（
木
）

時
間　
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
中
央
公
民
館

講
師　
佐
藤
絹
子
さ
ん

定
員　
先
着
20
人　

材
料
代　

１
０
０
０
円
程
度

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
具

申
込
期
間　
７
月
２
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

　
　
　
中
央
公
民
館　
☎
62－

１
１
３
０

■
夏
の
お
話
し
会
〜
夏
は
に
じ
い
ろ

　
〜
お
話
し
と
く
る
く
る
レ
イ
ン
ボ
ー
を

作
っ
て
楽
し
も
う
〜

期
日　
７
月
28
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
じ
い
ろ

ぱ
れ
っ
と

内
容　
お
話
し
（
約
30
分
）、
お
も
ち
ゃ

作
り
（
く
る
く
る
レ
イ
ン
ボ
ー
）

対
象　
幼
児
、
小
学
生
、
保
護
者
等

定
員　
30
人

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72－

３
２
５
９

■
マ
カ
ロ
ン
ポ
ー
チ
作
り
講
座

期
日　
７
月
19
日
（
木
）

時
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場
所　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
菊
地
洋
子
さ
ん

定
員　
先
着
15
人　

材
料
代　
６
０
０
円

持
ち
物　

20
㎝
四
方
の
布
２
種
類
、
裁
縫

道
具
、
筆
記
具

申
込
期
間　
７
月
２
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78－

２
１
１
４

■
マ
イ
カ
ッ
プ
作
り
陶
芸
講
座

期
日　
７
月
26
日
（
木
）

時
間　
10
時
〜
正
午
頃

場
所　
ひ
ま
わ
り
陶
芸
ハ
ウ
ス

講
師　
陶
芸
ひ
ま
わ
り
の
会

対
象　
陶
芸
初
心
者
の
方

定
員　
先
着
15
人　

材
料
代　

１
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装

申
込
期
間　
７
月
２
日
（
月
）
〜
16
日
（
月
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78－

２
１
１
４

申
問

申
問

申
問

申
問
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平成24年度国民健康保険税について平成24年度国民健康保険税について

▼
特
別
徴
収
月
＝
４
月
･
６
月
･
８
月
･
10
月
･
12
月
･
２
月

※
平
成
24
年
度
の
４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収
額
は
、

平
成
24
年
２
月
の
年
金
天
引
き
額
と
同
額
で
す
。
仮
徴
収

は
、
７
月
に
決
定
す
る
年
税
額
に
か
か
わ
ら
ず
天
引
き
さ

れ
、
差
額
分
が
あ
る
場
合
は
そ
の
後
調
整
さ
れ
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
納
期

■
国
保
税
の
減
額

　
世
帯
主
と
世
帯
主
以
外
の
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
が
、

基
準
以
下
の
場
合
は
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
軽
減
割
合
は
、
次
の
判
定
基
準
に
従
っ
て
７
割

・
５
割
・
２
割
と
な
り
、
軽
減
額
は
医
療
分
、
支
援
金
分
、

介
護
分
そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
７
・
５

・
２
割
の
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
申
請
等
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
た
め
国
保
の
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
方
で
、

こ
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
の
月
以
降
５
年
を
経
過
す

る
ま
で
の
間
に
限
り
、
継
続
し
て
同
一
世
帯
に
属
し
て
い
る
方
。

《
判
定
の
対
象
と
な
る
所
得
》

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

の
世
帯
主
、
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
前

年
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。（
※
所
得
未
申
告

者
が
い
る
場
合
は
、
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
青
色
専
従
者
給
与
額
又
は
事
業
専
従
者
控
除
額
は
、
そ

の
事
業
主
の
所
得
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

・
土
地
等
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
特
別
控
除
前
の
額

で
判
定
し
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等
の
所
得
は
、
年
金
所
得

か
ら
15
万
円
を
控
除
し
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

《
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減
制
度
》

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
っ

た
失
業
者
の
方
々
に
つ
い
て
、
新
し
い
軽
減
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給

資
格
者
及
び
特
定
理
由
離
職
者
の
方
に
つ
い
て
、
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
庁
、
各
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
の
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
で
届
出
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
出
の
際
に
は
、
雇
用
保
険

の
受
給
者
資
格
証
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
国
保
税
の
減
免

　
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
納
期

限
の
延
長
や
猶
予
を
行
っ
て
も
、
な
お
担
税
力
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
一
時
的
な
救
済
措
置
と
し
て
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
申
請
は
、
納
期
限
前
７
日
ま
で

に
申
請
書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
等
の
災
害
に
よ
り
加
入
世
帯
の

所
有
す
る
財
産
に
多
大
な
損
失
を
被
っ
た
場
合

②
生
活
困
窮
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

③
失
業
、
疾
病
、
負
傷
等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

所
得
が
皆
無
又
は
著
し
く
減
少
し
、
生
計
の
維
持
が
困
難

な
場
合

■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
民
健
康
保
険
税

を
滞
納
す
る
と
、
一
旦
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
（
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
）

が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
が
困
難
な
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
分

割
納
付
な
ど
の
納
税
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
、
一
度
手
続
き
を
す
る
と
翌
年
以
降
も

継
続
さ
れ
ま
す
。
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
手
間
も
は
ぶ

け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
で
安
心
な

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
は
、①
国
保
税
の
納
付
書
、②
預
金
通
帳
、

③
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
指
定
金
融
機
関

（
市
内
の
金
融
機
関
は
全
て
指
定
済
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　
税
務
課
市
税
班
（
課
税
）　

 

☎
62－

１
１
１
６

　
　
　
　
税
務
課
収
納
班
（
収
納
）　

 

☎
62－

１
１
１
５

　
　
　
　
市
民
課
国
保
年
金
班　
　
　
☎
62－

１
１
１
８

　
　
　
　
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー　
☎
78－

２
１
１
２

　
　
　
　
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー　
☎
72－

３
１
１
５

　
　
　
　
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー　
☎
82－

２
１
１
２

　
平
成
24
年
度
分
は
７
月
に
郵
送
し
ま
す
が
、
納
税
組
合

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
納
税
組
合
を
通
じ
て
送
付

さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
分
は
納
税
組
合

扱
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
納
付
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
金
融
機
関
や
市
役
所
（
本

庁
舎
、
分
庁
舎
及
び
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
）

の
会
計
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
納
期
限
の
日
に
届

け
出
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
普
通
徴
収
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
特
別
徴
収
と
言
い
ま
す
。

《
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
》

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方
で
す
。

・
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
に

納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、
全
員
65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

・
納
税
義
務
者
の
特
別
徴
収
と
な
る
年
金
受
給
額
が
18
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

・
納
税
義
務
者
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合

計
額
が
年
金
給
付
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と

　
特
別
徴
収
初
年
度
の
方
は
、
開
始
が
10
月
か
ら
と
な
る

た
め
、
第
１
期
（
７
月
末
）、
第
２
期
（
８
月
末
）、
第
３

期
（
９
月
末
）
分
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
又
は
口
座
振

替
）
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
へ
の
納
付

方
法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申

し
出
に
よ
り
可
能
で
す
。

【
用
語
説
明
】

①
所
得
割
…
…
加
入
者
の
前
年
の
所
得
か
ら
33
万
円
を
差

　
し
引
い
た
後
の
額
に
税
率
を
適
用
し
て
計
算

②
均
等
割
…
…
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算

③
平
等
割
…
…
１
世
帯
に
い
く
ら
と
計
算

④
課
税
限
度
額
…
…
１
世
帯
に
課
税
さ
れ
る
年
税
額
の
上

　
限

※
特
定
世
帯
と
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
た
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

１
人
と
な
っ
た
世
帯
。

■
納
税
義
務
者
と
納
付
方
法

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

義
務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま

す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
も
、
世
帯
の
ど
な

た
か
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
世
帯
主
に
国
民
健
康
保
険
税
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
及
び
納
付
書
は
世
帯
主
に
交
付
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
算
定
方
式

　
国
民
健
康
保
険
の
重
要
な
財
源

で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
は
、
下

記
表
①
〜
③
項
目
の
３
方
式
で
算

定
し
、
１
年
間
の
税
額
が
決
ま
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分

と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
（
以

下
「
支
援
金
分
」
と
い
う
）
と
介

護
分
（
40
歳
か
ら
64
歳
の
加
入
者

が
い
る
世
帯
の
み
）
を
合
算
し
た

も
の
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
本
年
度

の
税
率
等
は
下
記
の
表
の
と
お
り

で
、
昨
年
度
と
同
じ
で
す
。

■
平
成
24
年
度
の
税
率
等

　
平
成
24
年
度
の
国
保
税
（
医
療

分
・
支
援
金
分
・
介
護
分
）
の
税

率
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て
、
加
入
者
が
お
互

い
に
協
力
し
て
掛
金
（
国
民
健
康
保
険
税
）
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
を
し
た

と
き
の
医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、

制
度
の
維
持
・
運
営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

国保

医 療 分
支援金分
介 護 分

7.5％
1.7％
2.0％

51 万円
14 万円
12万円

20,000 円
2,000 円
6,000 円

20,000 円
2,000 円
5,000 円

10,000 円
1,000 円
5,000 円

特定世帯以外
③平等割 〈１世帯あたり〉②均等割①所得割区　分 ④課税限度額特定世帯〈1人あたり〉

第
５
期
＝
11
月
末

第
６
期
＝
12
月
25
日

第
７
期
＝
１
月
末

第
８
期
＝
２
月
末

第
１
期
＝
７
月
末

第
２
期
＝
８
月
末

第
３
期
＝
９
月
末

第
４
期
＝
10
月
末

７
割

５
割

２
割

（
世
帯
主
を
除
く
加
入
者
数
＋

世
帯
主
を
除
く
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

×
24
万
５
千
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

（
加
入
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

×
35
万
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

軽
減
判
定
基
準
額

軽
減
割
合

33
万
円
以
下
の
場
合

国保税の軽減
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国民年金のお知らせ

◎お問い合わせ・・・市民課国保年金班　　　☎６２－１１１８

　　　　　　　　　　合川総合窓口センター　☎７８－２１１２

　　　　　　　　　　森吉総合窓口センター　☎７２－３１１５

　　　　　　　　　　阿仁総合窓口センター　☎８２－２１１２

国民年金保険料の納め忘れはありませんか国民年金保険料の納め忘れはありませんか

　国民年金は、老後の生活や障がい、死亡などもしもの時にあ
なたの大きな支えとなります。
　保険料の納め忘れが続くと、将来の年金を受け取ることがで
きなくなるばかりか、障害年金や遺族年金を受け取れない場合
があります。

国民年金保険料の納付が困難なときは国民年金保険料の納付が困難なときは

　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。
　納付が困難な方は最寄りの年金事務所や市 ( 区 ) 町村の国民年金窓口で手続きを行ってください。

対　象　者 制度の名称 制度の内容

本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下
の場合には、申請により保険料の納付が全額免
除または一部納付（保険料の納付が４分の３、
２分の１、４分の１）になります。

30歳未満の方で本人・配偶者の前年所得が一定
額以下の場合には、申請により保険料の納付が
猶予されます。

保険料免除制度

若年者納付猶予制度
30歳未満の方で
国民年金の納付者

20歳～ 60歳の方で
国民年金の納付者

　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係なく免
除される特例もありますので、市 ( 区 ) 町村の国民年金窓口またはお近くの年金事務所までご相談くだ
さい。
　平成 24年度の免除等の受付は平成 24年７月１日から平成 25年６月までの期間を対象として審査
します。平成 23年７月から平成 24年６月分までの期間についての免除申請は、平成 24年７月末日
までの受付ですのでお急ぎください。

障害基礎年金所得状況届等は７月末まで障害基礎年金所得状況届等は７月末まで

　国民年金の障害基礎年金を受給中の方は、日本年金機構秋田事務センターから送付される「所得状
況届」等を７月末日までに市役所市民課国保年金班または各総合窓口センター、各出張所へ提出して
ください。「所得状況届」等の提出がないと、年金の支払いが差し止められる場合がありますのでご注
意ください。

○出店者も募集しています

７月14日（土）10:00～14:00
鷹巣駅前通商店街・鷹巣銀座通商店街

第５回東北
チェンソーアート
競技大会

■期日　７月 14日（土）～ 15日（日）
■会場　県立北欧の杜公園
■競技日程　
　14日（オープンクラス）
　　12:00 ～　開会式
　　13:00 ～　競技開始（メインカービング３時間）
　15日（オープンクラス、ビギナークラス）
　　９:00～　競技開始（メインカービング３時間）
　　14:30 ～　閉会式（審査結果発表・表彰式）

軽トラック市・フリーマーケット
北鷹高校野菜直売を開催します
軽トラック市・フリーマーケット
北鷹高校野菜直売を開催します
軽トラック市・フリーマーケット
北鷹高校野菜直売を開催します

　中心市街地の活性化と賑わいの創出を目的に、
軽トラック市・フリーマーケットを開催します。
　地元・県内の特産品、加工品、農産物等の多種
多様な商品でみなさんをお待ちしています。

北秋田市商工会　☎62－1850
商工観光課商工労働班　☎72－3112

問

問 農林課林業振興班　☎72－5241

軽トラ１台　500円／フリーマーケット１箇所　500円 

日時
場所

■オークション開催
　競技大会で制作した作品を希望者に販売します。
　日時　７月 15日（日）　13:30 ～

まめまめ運動教室まめまめ運動教室まめまめ運動教室

65 歳以上の方で、下記のチェックリストで３つ以上当てはまる方！

手すりや壁につかまらないと階段をのぼれない
何かにつかまらないと椅子から立ち上がれない
15分くらい続けて歩いていない。※15分＝１キロ
この 1年間で転んだことがある
足腰が弱っていて転ぶことに対する不安がある

チェックリストチェックリスト

【対象者】

※次の方々は対象外です
▽不整脈・狭心症・心不全等心臓病をお持ちの方
▽整形外科等主治医から運動を禁止されている方
▽要介護認定を受けている方
▽すでに他の運動教室に参加中の方

高齢者のための筋力・柔軟性・バランス・生活
機能などの身体機能を高める介護予防教室です

場所　市民プール トレーニングルーム
期間　９月～ 11月までの３ヶ月間
　　　火・金曜日の週２回　計 24回
時間　13:30 ～ 15:00
内容　☆市民プール運動指導士の先生が指導
　　　☆椅子に座ってできる運動が中心です
募集人数　先着 20人

３
つ
以
上
当
て
は
ま
っ

た
方
は
、
ぜ
ひ
教
室
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
！

地域包括支援センター　☎69－7061問 申

参加費
無 料

参加者同士が仲良くなり、楽しく運動できます
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健
康 　
　

 

健
康
推
進
課 

☎
62
ー
６
６
６
６

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

申
問

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

成田　とものり
三 浦 　 は な
堀田　あつき
三 沢 　 せ な
永井　だいち
本城谷　みおん
村上　なおや
千葉　あすか
簾内　ひなき
岩谷　はるか
髙坂　ひかる
前田　ひかる
長岐　せいま

林 岱
高 野 尻
新 舟 見 町
宮 前 町
深 関
高野尻団地
掛 泥
岩 脇
今 泉
摩 当
相 善 町
前 野
舟 見 町

問

　測定の結果、秋田県の通常レベルを超える数値は観測されていません。
■空間線量調査結果

問　生活課環境班 ☎62-1110北秋田市環境放射線量測定結果

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前

観測地点
（単位：マイクロシーベルト毎時）

0.05
0.04
0.05
0.05 ※県の通常レベルは0.022～0.086

ｸﾘｰﾝﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.03
0.05

６月13日 ６月13日

　市では「心の健康」や「心のつながり」、「大切ない
のち」について、世代を問わず幅広く取り組むため
に、マスコットキャラクターを募集します。
　「こころといのちの大切さ」のイメージを表現し、
シンプルで、明るく、親しみやすいキャラクターデ
ザインを応募してください。

食育ジュニア食育ジュニア食育ジュニア食育ジュニア

※各地区ごとにバスがあります。詳細については、
後日対象者に各小学校を通してチラシを配布します。

期　日
７月24日（火）
７月27日（金）
８月１日（水）
８月３日（金）

場　　　所
森吉保健センター
阿仁ふるさと文化センター
保健センター
合川保健センター

期日及び申込締切
申込締切
７/12（木）
７/12（木）
７/23（月）
７/23（月）

対象　市内各小学校１年生（阿仁地区は１・２年生）
時間　９:30 ～ 13:00
募集人数　各地区先着 25人
内容　地元生産者による講話、食育
ゲーム、クッキング等、頭と体をたっ
ぷりと使った後で、楽しい昼食
持ち物　エプロン、子供用箸、スプーン、おしぼり、
内履き

参加者募集！

■
７
月
４
日
（
水
）
全
血 

　
　
　
　
【
鷹
巣
地
区
・
森
吉
地
区
】

■
７
月
10
日
（
火
）
全
血 

　
　
　
　
【
鷹
巣
地
区
・
森
吉
地
区
】

期間　７月２日（月）から
　　　８月31日（金）まで
時間　①10時～12時／②13時～
15時30分／③17時～19時
※17時以降、高校生以下は保護者
同伴でなければ使用できません。

問

高校生以上
100円
800円

料金
１回券
10回券

中学生以下
 50円
400円

鷹巣体育館　☎62－3800

197

小又川

杣温泉

太
平
湖

森
吉
ダ
ム

至 太平湖、大館

提
供
場
所

至 

阿
仁
前
田

森吉山荘

問 北秋田地域振興局建設部
森吉ダム管理事務所　☎76－2448

森吉ダムの採取木を提供します
　森吉ダムの貯水池内で採取した
流木を、市民のみなさまに無償で
提供します。《無くなり次第終了》
提供日時　７月９日(月)～12日（木）
　　　　　<９時～15時>
提供場所　森吉字湯ノ岱地内
　　　　( 森吉山荘約１km手前 )
提供条件　▼自分で取りに来られ
ること▼転売等、営利目的に使用し
ないこと▼独占しないこと▼利用
する方は、氏名、住所、利用目的を記
入し、現場作業員にしたがうこと

対象者　市内の小学生と中学生
募集期間　７月10日（火）～８月31日（金）　必着
※応募書類は各学校を通して配布します。

料

料
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児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

　
お
済
み
で
す
か

　
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
６
月
以
降

引
き
続
き
受
給
す
る
た
め
の
資
格
確
認

を
す
る
も
の
で
す
。
現
況
届
の
用
紙
は

６
月
上
旬
に
受
給
者
に
送
付
し
て
お
り
、

６
月
29
日
が
提
出
期
限
で
す
。

　
未
提
出
の
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
班

☎
62－

６
６
３
８

　

青
い
羽
根
募
金
運
動

　
青
い
羽
根
募
金
運
動
は
、
昭
和
25
年

か
ら
社
団
法
人
日
本
水
難
救
済
会
が
水

難
救
助
事
業
の
推
進
を
目
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

本
県
に
お
い
て
も
水
難
事
故
の
根
絶
と

事
故
防
止
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
総
務
課
危
機
管
理
班
☎
62－

１
１
１
１

　
米
代
川
流
域
一
斉
清
掃

　
米
代
川
の
環
境
美
化
・
保
全
の
た
め
、

一
斉
清
掃
へ
の
参
加
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
集
合
場
所
に
来
ら
れ

な
い
方
は
米
代
川
周
辺
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
（
日
）
午
前
６
時
〜

集
合
場
所　
米
代
川
内
陸
縦
貫
鉄
道
橋
下

※
ゴ
ミ
袋
は
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
が
、

軍
手
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い

　
　
米
代
川
の
環
境
を
守
る
会
事
務
局

☎
０
１
８
５－

70－

１
２
４
６

　
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

　
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
区
域
ご
と
に
都
市
の
発
展
の

動
向
、
人
口
・
産
業
の
状
況
及
び
将
来

の
見
通
し
な
ど
を
勘
案
し
、
都
市
計
画

の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　
本
説
明
会
で
は
、
統
合
し
た
北
秋
田

都
市
計
画
区
域
の
都
市
区
域
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
す
る
も
の
で
す
。

日
時　
７
月
13
日
（
金
）
11
時
〜

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室

　
　
秋
田
県
建
設
部
都
市
計
画
課

☎
０
１
８－

８
６
０－

２
４
４
５

　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の

　
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
資
源
循
環
型
の
街
づ
く
り
を

進
め
る
一
環
と
し
て
、
北
秋
田
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
策
定
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
内
容
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
等
の
身
近
な
取
り

組
み
か
ら
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な

ど
の
将
来
的
な
計
画
等
、
多
岐
に
渡
る

事
項
の
基
本
的
な
こ
と
を
定
め
る
も
の

で
、
そ
の
計
画
の
審
議
を
行
っ
て
い
た

だ
く
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
付
締
切　
７
月
20
日
（
金
）

委
嘱
期
間　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

募
集
人
数　
若
干
名

　
　
生
活
課
環
境
班 

☎
62－

１
１
１
０

　

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
大
卒
等
の
採
用
選
考
が
４
月
１
日
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
中
で
、
高
卒
を
対
象

と
し
た
学
卒
求
人
の
受
付
が
６
月
20
日

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
の

確
保
と
地
元
定
着
に
よ
る
活
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
採
用
枠
の
拡
大

と
学
卒
求
人
（
高
卒
・
大
卒
等
）
の
早

期
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
者
の
適
正
と
能
力
の
み

を
基
準
と
し
た
、
公
正
な
採
用
選
考
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣☎

60－

１
５
８
６

　
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
り
、
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興
会
の

「
長
胴
太
鼓
６
張
り
」
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益

を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62－

６
６
２
８

　
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

　
贈
呈
し
ま
す

　
先
の
大
戦
で
、
外
地
等
（
事
変
地
の

区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
し
た
旧
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い

る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
本
人
ま
た
は
家
族
な

ど
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

☎
０
３－

５
２
５
３－

５
１
８
２

お
知
ら
せ

問問問

問

　巡回児童相談では、家庭や学校等での日常生活
で、次のような問題を抱えている子どもに専門の
先生が相談にあたり、指導や助言を行います。
相談内容　教育・非行・心身障がい・発達やしつ
け・不登校など
相談日　７月18日（水）/８月８日（水）/９月12日（水）
/10月10日（水）/11月７日（水）/12月12日（水）/平成25
年１月23日（水）/２月13日（水）/３月６日（水）
会場　交流センター／相談対象児童　18歳未満
申込み　各相談日の２週間前まで

巡回児童相談を実施します巡回児童相談を実施します巡回児童相談を実施します巡回児童相談を実施します

問 問

　お子さんを育てていく中で、気になる事や心配
な事、不安な事など、たくさんの悩みに出会うと
思います。そんな時には北秋田市家庭児童相談室
（福祉課こども福祉班内）にご相談ください。
家庭相談員が相談をお受けします。

問 福祉課こども福祉班　☎62－6638

「基本チェックリスト」提出にご協力を「基本チェックリスト」提出にご協力を「基本チェックリスト」提出にご協力を

問 地域包括支援センター　☎69－7061

問 問

問　　農林課農業振興班　☎72－3114

　これまでも、湛水管理を行うなどカドミ米の発生
防止対策を実施してきましたが、更なる徹底した管
理が必要です。米産地として、消費者に安全・安心
な秋田米を届けるため、カドミウム吸収抑制に有効
な湛水管理を確実に実施してください。

～お米を直接販売している方へ～
カドミウム濃度0.4ppmを超える米は流通できません。
しっかり濃度を分析し、安全な米を販売してください。

食品衛生法の改正により
1.0ppm未満 0.4ppm以下に

≪湛水管理のポイント≫
（１）出穂前後各３週間（7/15 ～ 8/25）は水田に常
時水を張り、田面に空気をふれさせない！
（２）中干しは早めに６月下旬から（7/15 には終
了）、落水は遅めに８月下旬から！
（３）ぬかりやすく秋作業が大変な水田では 7/15 ま
でに溝掘りの実施を！

申問 大太鼓の館　☎63－0111

児童扶養手当を受けている方へ児童扶養手当を受けている方へ

児童扶養手当…父母が離婚、又は１年以上行方不明、
死亡した場合などにより児童を養育している父母又
は養育者で、前年の所得が一定額未満の場合に受給
できる手当です。
現況届の提出および面接日
　森吉地区　８月１日（水）
　阿仁地区　８月２日（木）
　合川地区　８月３日（金）
　鷹巣地区　８月８日（水）～ 10日（金）
時間　9:00 ～ 18:30
場所　市役所または住居地区の総合窓口センター
▽平成 24 年１月２日以降に北秋田市へ転入された
方は転入前の住所地市町村から『平成 24 年度課税
証明書』を取得する必要があります。
▽該当者には７月下旬に市から通知します。
届かない場合や都合のつかない方はご連絡ください。

※特別児童扶養手当の該当者には別途通知します
問 福祉課こども福祉班　☎62－6638

巡回児童相談を実施します巡回児童相談を実施します北秋田市家庭児童相談室もご利用ください北秋田市家庭児童相談室もご利用ください北秋田市家庭児童相談室もご利用ください北秋田市家庭児童相談室もご利用ください

米のカドミウム濃度の基準値が変わりました米のカドミウム濃度の基準値が変わりました

問

内容　北秋田地区更生保護女性会コーラス／市内小
中学校、高校への記念品贈呈／作文コンクール優秀
賞の発表／「社会を明るくする運動」広報用ビデオ
上映／秋田北鷹高校吹奏楽部による演奏　など

日時　７月19日（木）16:15～　　
場所　文化会館

福祉課地域福祉班　☎62－8001
【街頭パレード】　15:30～（米代児童公園出発）

市民みなさんの参加をお願いします
【市民集会】
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国
家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用

　
試
験
」（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格　
試
験
年
度
の
４
月
１
日
に

お
い
て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
及
び
試
験
年
度
の
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
／
人
事
院
が

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
付
期
間　
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
６
月

26
日
（
火
）
か
ら
７
月
５
日
（
木
）
／
〈
郵

送
〉　
７
月
２
日
（
月
）
か
ら
10
日
（
火
）

一
次
試
験　
９
月
９
日
（
日
）

　
　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２－

２
６
３－

１
１
１
１

　
秋
田
県
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験

採
用
人
数　
警
察
官
Ｂ（
男
性
）
36
人
／

女
性
警
察
官
Ｂ
４
人

受
験
資
格　
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
大

卒
又
は
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）

受
付
期
間　
７
月
20
日
〜
８
月
15
日

一
次
試
験　
９
月
16
日（
日
）・17
日（
月
）

二
次
試
験　
10
月
中
旬
及
び
11
月
上
旬

最
終
合
格
発
表　
11
月
中
旬

　
　
北
秋
田
警
察
署 

☎
62－

１
２
４
５

　
防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　
将
来
の
就
職
を
考
え
て
い
る
方
や
来

春
卒
業
予
定
の
学
生
、
お
よ
び
27
歳
未

満
で
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
北
秋
田
市
会
場
】

日
時　
７
月
15
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

場
所　
中
央
公
民
館　
３
階

※
予
約
不
要
で
入
退
場
も
自
由
で
す

　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館
出

張
所　
☎
０
１
８
６－

42－

１
３
９
８

　
企
業
在
職
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

期
間　
７
月
30
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

対
象
者 

企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が
で

き
る
方

内
容　
す
ば
や
く
入
力
・
編
集
す
る
た
め

の
エ
ク
セ
ル
関
数
に
つ
い
て

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

申
込
締
切　
７
月
20
日
（
金
）

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

☎
84－

８
３
５
１

　

法
務
局
の「
出
前
講
座
」

　
登
記
・
戸
籍
・
国
籍
・
供
託
及
び
人
権

擁
護
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
知
識
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
暮
ら
し
に
役
立
て
て
い
た
だ

だ
こ
う
と
「
出
前
講
座
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
12
日（
木
） 

13
時
30
分

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
公
証
制
度‐

相
続
と
遺
言
の
知
識‐

講
師　
能
代
公
証
役
場　
金
子
寛
志
公
証
人

募
集
定
員　
50
人

　
　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

☎
０
１
８
６－

42－

６
５
１
４

問

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2（2戸募集）
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,100～23,900円
トイレ:汲取　給湯:無　浴室:浴槽無
胡桃館団地･･･綴子字胡桃館2★
簡易耐火２階建３ＤＫ　月額17,100～33,500円
トイレ:汲取　給湯:無　浴室:浴槽無
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,600～16,900円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
松ヶ丘団地･･･川井字松石殿1-254★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額13,100～25,700円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
田の沢団地･･･川井字五郎左ェ門田の沢1　他（２戸募集）
木造２階長屋建２ＬＤＫ　月額20,100～41,500円
共益費400円 トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ　
東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500～20,700円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
三両団地･･･阿仁水無字寺後1-5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額10,500～20,600円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 他（２戸募集）
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額16,400～38,100円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額42,000～73,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33-1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51-1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ月額　43,100円
共益費　800円  トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有
※★印の住宅は単身入居できません

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】
日時　７月５日（木）又は６日（金）
　　▽森吉地区　 9 :00～　▽阿仁地区　11:00～　
　　▽鷹巣地区　13:30～　▽合川地区　15:30～
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います
問 都市計画課都市計画住宅班　☎72－5246

問

申
問

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

お
知
ら
せ

住宅のリフォームや耐震診断に補助をしますあなたを守る” 命のバトン” 救急医療情報キットを希望者に無料配布しますあなたを守る” 命のバトン” 救急医療情報キットを希望者に無料配布します

【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・公租公課を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　７月２日（月）～11日（水）土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総合
窓口センター／阿仁総合窓口センター

「救急医療情報キット」
　救急及び緊急時に迅速に支援が行えるよう、
緊急連絡先やかかりつけ医などの情報を専門の
容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管することで、
万一の場合に備えることを目的とします。

【対象となる方】次のいずれかに該当する方
※希望される方のみに配布します
①65 歳以上で、ひとり暮らし又は高齢者のみの
世帯で、健康上不安のある方
②心身に障害のある方や、健康上不安のある方
③突発的に生命に危険な症状の発生する持病を
有する方

申請・配布場所（平成 24年７月２日～）
○高齢福祉課高齢福祉班
○各総合窓口センター市民生活班
※窓口に来られない場合は、地区民生委員に申
請できます

お渡しするもの １）保管容器 ２）医療情報用紙

問 問

▽軽費老人ホーム (Ａ型 ) 大野台エコーハイツ
▽合川高齢者生活支援施設
所在地　木戸石字才ノ神沢 35-1
要件　▽主たる事務所の所在地を市内に有する
社会福祉法人　▽老人福祉法で定める軽費老人
ホーム、養護老人ホーム若しくは特別養護老人
ホームを県内で営んでいること（平成 25 年４
月１日までに営む場合を含む）　▽併設される
２つの施設を一体的に管理運営すること

▽老人憩いの家ことぶき荘
所在地　下杉字狐森 43-53
要件　主たる事務所の所在地を市内に有する社
会福祉法人

市施設の指定管理者の募集

▽フードセンターたかのす
所在地　脇神字南陣場岱 26
要件　▽主たる事務所の所在地を市内に有する
団体　▽障害者自立支援法に定める就労移行支
援又は就労継続支援の事業の指定を平成 25 年
４月１日までに受けること　▽社会福祉法で定
める社会福祉事業の実績があること　▽緊急時
や不測の事態に対応できる機能を有していること
　
▽もろびこども園
所在地　綴子字糠沢上谷地 290－2
要件　▽主たる事務所の所在地を市内に有する
団体　▽児童福祉法に定める児童発達支援、放
課後等デイサービス、保育所等訪問支援、障害
児相談支援、並びに障害者自立支援法に定める
地域相談支援、計画相談支援事業の指定を平成
25年４月１日までに受けること　▽社会福祉法
で定める社会福祉事業の実績があること　▽緊
急時や不測の事態に対応できる機能を有してい
ること

福祉課障がい福祉班　☎62－6637申問

高齢福祉課高齢福祉班　☎62－6639申問

申

指定期間　平成 25年４月１日～
　　　　　平成 30年３月 31日（５年間）
申請書提出期限　平成 24年８月 20日（月）

３）ステッカー（ドア用・冷蔵庫用）

保管容器に入れるもの
①医療情報用紙
②薬剤情報提供書の写し
※②はご本人に用意して
いただくものです

ステッカー
を玄関ドア
の内側と冷
蔵庫に貼っ
てください

活用の流れ

119 番通報 救急隊がステッ
カーを発見

保管されたキット
内の情報を確認

高齢福祉課高齢福祉班　☎62－6639問
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ひ
ま
わ
り
の
家
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
ち
び
っ
こ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加
者
募
集

日
時　
８
月
11
日
（
土
）
14
時
〜

場
所　
ひ
ま
わ
り
の
家
大
広
間

対
象　
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
に
居

住
す
る
小
・
中
学
生

募
集
人
数　
先
着
20
人

募
集
期
限　
８
月
５
日
（
日
）

　
　
　
ひ
ま
わ
り
の
家
☎
78－
４
０
２
５

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　

事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た

　
６
月
18
日
よ
り
、
北
秋
田
市
宮
前
町

９‐
１
（
中
央
公
民
館
分
館
）
か
ら
次

の
と
お
り
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。

住
所　
北
秋
田
市
七
日
市
字
石
倉
岱
４‐
２

（
旧
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
農
協
七
日
市
支
所
）

電
話
番
号　
84－

８
６
２
２

F
A
X　
　
84－

８
６
３
３

　
　
北
秋
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
５
月
》

▽
慶
弔
費　
　
　
７
０
０
０
円（
２
件
）

▽
会　
費　
８
万
１
９
０
０
円（
17
件
）

▽
そ
の
他　
１
万
０
０
０
０
円（
１
件
）

▽
合　
計　
９
万
８
９
０
０
円（
20
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

　

入
札
結
果
の
公
表
《
５
月
》

　
《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
一
般
国
道
７
号
鷹
巣
大
館
道
路
工
事

に
伴
う
水
道
施
設
移
設
工
事
／
４
０
７

４
万
円
／
㈲
丸
栄
建
設

お
誕
生
お
め
で
と
う

   

ご
ざ
い
ま
す

館

山

陽

太

本
城
谷
海
織

柴
田
愛
翠
那

藤

原

拓

巳

野

呂

蒼

斗

鈴

木
　

奏

栗

林

琉

翔

浪

岡
　

蒼

篠

原

佑

康

鈴

木
　

奏

松

橋
　

鷲

佐

藤

叶

汰

成

田

依

織

髙

杉

謙

蔵

藤

本
　

葵

下

家

下

高
野
尻
団
地

七
日
市
大
畑

あ
け
ぼ
の
町

舟

場

あ
け
ぼ
の
町

坊
沢
上
町

綴
子
上
町

宮

前

町

鎌

沢

松

ヶ

丘

川

井

合
川
摩
当

浦

田

浦

田

長
男

三
女

二
女

長
男

長
男

三
女

長
男

長
男

長
男

長
女

長
男

長
男

長
女

長
男

二
男

悠
崇

竹
則裕一

義
優
介

崇
大

伸
洋

寅
彦

康
輔豊智義

隆尚拓
磨

英
和

沙
織

沙
耶
花

美
樹

真
弓

麻
寿
香

美
和
子

瞳悠
里

は
と
こ

ル
ミ
子

真
理
子

園
子

奈
都
美

佳
奈
子

と
も
み

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん （（（（（（（（（（（（（（（

）））））））））））））））

慶
弔
だ
よ
り
５
月
16
日
〜
６
月
15
日
届
出
分

( 　

歳)

(
　
歳)

(
　
歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

(

　
歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

( 　

歳)

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

村

上

幸

子

能
登
谷
フ
ミ
ヱ

藤

島

タ

カ

五
代
儀
與
吉

田

村

一

郎

岩
谷
イ
マ
子

伊

藤
　

勇

成
田
市
五
郎

佐
藤
喜
代
造

村

上

イ

マ

成

田

陽

子

藤

本

哲

郎

柴

田

正

一

成

田

鈴

江

三

沢

俊

幸

畠
山
千
代
治

佐

藤

リ

ヱ

畠

山

英

幸

小

塚

榮

子

松

橋

フ

ミ

永

井

恭

次

三
浦
ミ
ツ
子

庄
司
常
二
郎

清

水

キ

ノ

御
所
野
イ
ヨ

松

岡

キ

ク

武
石
文
之
助

伊
東
加
壽
江

佐

藤

ミ

チ

福
田
ハ
ル
ヱ

西

根

正

幸

佐
藤
喜
一
郎

宮

野

涼

藏

大

野

鐵

治

松

橋

幸

雄

木

沢

キ

ヌ

大

堤

綴
子
上
町

住

吉

町

東

横

町

岩

坂

栄

摩

当

花

園

町

四

渡

糠

沢

掛

泥

高

野

尻

旭

町

七
日
市
大
畑

西
陣
場
岱

松

原

与

助

岱

舟

見

町

二

本

杉

堂

ヶ

岱

下

杉

川

井

三

木

田

下

杉

下

杉

鎌

沢

米
内
沢
大
町

根

小

屋

阿
仁
銀
山

阿
仁
三
枚
鉱
山

阿
仁
吉
田

阿
仁
水
無

阿
仁
銀
山

阿
仁
小
様

阿
仁
小
渕

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
比
立
内

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す

申
問 日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

電話番号
62－1155
62－7001
69－5300
78－3161
62－2261
63－2700
63－0515
62－1400
69－7311
60－1055
62－2882
82－2351
62－7001
62－1146
63－0105
62－1101
62－7001
72－4501
62－1155
62－1400
69－7311
60－1055
62－1146
62－7001
78－3161
63－0515
63－2700
62－2261
62－2882
63－0105
62－1101

医 療 機 関 名
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
うえだクリニック
藤 原 医 院
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
米 内 沢 診 療 所
近 藤 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
うえだクリニック
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
国民健康保険合川診療所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方で
す。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、
診療に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！
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前

７
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62－

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72－

３
１
９
２

両
館
と
も（
４
、11
、15
、16
、18
、25
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78－

４
０
２
５

（
２
、９
、17
、23
、30
日
）

人口と世帯数

※５月31日現在住民基本台帳による

総人口　36,155人（37人減）
　男　　16,933人（27人減）
　女　　19,222人（10人減）
出　生　24人　　転　入　45人
死　亡　43人　　転　出　63人
世帯数  14,434世帯（５世帯減）

前月比

お
知
ら
せ

問

（

鈴木ハルさん （向本城）
明治４５年５月29日生まれ

の
納
期
限

税７
月
31
日
ま
で

固
定
資
産
税
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

▼休診日（耳鼻咽喉科）
休　診　日＝７月11日（水）
午後休診日＝７月９日（月）
　　　　　　　　13日（金）

北秋田市民病院
◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診

☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合もあります
（☎は 24時間受付）

738984668491768192959710484959589809190868397

5988838984788593808270916984

文化会館　☎62－3311【お問い合わせ】

【北秋田市後援会発足記念コンサート】

村上 敏明
～ 第二の故郷･鷹巣を中心に、
　　秋田県での演奏活動を本格始動！～

2012年7月21日（土）
14:00開演（13:30開場）

◆入場料＜全席自由＞

※未就学児のご入場は、ご遠慮頂いております。

北秋田市文化会館

大学生以下／500円

テノール･リサイタル

(ファルコン)

一　　般／2,500円（当日 3,000円）

特別出演

ピアノ
江 澤 隆 行
ピアノ
江 澤 隆 行

秋田声楽研究会合唱団 る・それいゆ

夜間当番医（　 ）日程表夜間
診療

（診療時間18:30～21:00）

気
軽
に
申
込
み
　

　
く
だ
さ
い
！
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(問)北秋田市文化会館　62-3311(問)北秋田市文化会館　62-3311

第20回第20回

会場会場翠雲公園（三木田）翠雲公園（三木田）
すいうんすいうん

合川駅前発 翠雲公園発
無料送迎バス運行

10:30
11:30
14:30
15:30

合川駅前発 翠雲公園発
無料送迎バス運行

10:30
11:30
14:00
15:00

8:50
9:55
11:05

8:50
9:55
11:05

あいかわ

よないざわ

北欧の杜公園

あきた北空港

至比内

三木田

秋田
内
陸
線

国
道２８５号

線

国
道
１０５
号
線李

岱

川井

●
旧
合
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南
小

至７号線

至阿仁

至
二
ツ
井

あいかわ

よないざわ

北欧の杜公園

あきた北空港

至比内

三木田

秋田
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国
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線
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★★

川井
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小
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井

翠雲公園翠雲公園
あじさいまつり
会場
あじさいまつり
会場

1515７７

（日）（日）
時間時間 10:00～14:3010:00～14:30

あじさいまつりあじさいまつり合川合川

イベント内容イベント内容

歌謡ショー／ウルトラマネーゲーム
園児の野点／ 70ｍ流しソーメン
あじさいウオーク等

歌謡ショー／ウルトラマネーゲーム
園児の野点／ 70ｍ流しソーメン
あじさいウオーク等
※あじさいウオークは要申込(7/10まで)※あじさいウオークは要申込(7/10まで)

合川あじさいまつり実行委員会
（商工観光課内）☎72-5243
合川あじさいまつり実行委員会
（商工観光課内）☎72-5243

問い合わせ

第21回 北秋田市

７

午後７時３０分 打ち上げ開始
（問）北秋田市米代川花火大会実行委員会
　　　　　　　　　　　☎６２－１８５１

光と音が
夜空に舞い踊る！
光と音が
夜空に舞い踊る！

駐車場花火大会会場

▼

鷹
巣
橋

▼

帰り

★＝花火打ち上げ場所

米代川

堤防通路

会場付近
案内図

P★

★

西
鷹
巣
大
橋

⇒ ⇒ 一方通行区間 ⇒⇒ ▲

堤防通路
▼

車
両

歩
行
者
専
用

⇒ ⇒

雨天順延（翌日開催）

午後７時３０分 打ち上げ開始
会場　米代川河川敷公園会場　米代川河川敷公園

７７７ 土

※交通規制　午後６時から午後10時まで

出店、喫茶コーナー
子供広場…遊具有り
先着無料…スーパーボールすくい
　　　　　ポップコーン

■　合川総合窓口センター　☎78-2100申■　合川総合窓口センター　☎78-2100申

ボウリングのピンに描こう！
先着順（本数に限りあり）

ボウリングのピンに描こう！
先着順（本数に限りあり）

えがえが


